ＭＥＤＪ応数試験予定

１．クラス分け

　MEDJを2クラスずつ合併して（標準クラス、基本クラス２つ）に分けます。（合併するクラスの組み合わせは人数・成績で変わります。）扱う内容は標準クラス・基本クラスともに同じです。しかし、試験問題の難易度は、標準クラスは標準的なもの、基本クラスは基本的なものになります。（基本クラスの試験は例えば計算が易しい、教科書のＢ問題が出ない、証明は殆ど無い等。）そのため、標準クラスの試験は100点満点、基本クラスの試験は79点満点です。教科の合格点はいずれのクラスも60点です。当初のクラス分けは、1月の学習到達度試験の結果と3年の数学成績等に基づいて行っています。今後は定期試験等の結果を見て、標準・基本の入れ替えを行います。（前期と後期で入れ替える予定）
２．試験と成績
　・共通試験（定期試験は全て共通、共通で行う単元テストもある）と各先生が行う単元テストがあります。

　・全てのテストの平均点が60点を超えた場合、±10点の範囲でレポート・課題点や態度点を入れて成績を出します。60点未満の場合はその点数が成績です。
　・成績が60点未満の時は再試の対象になります。

・テストを病気等やむをえない理由で受験出来なかった場合は、一週間以内ならば追試験を受けられます。但し、理由を証明できるものを提示して下さい。
３．再試験

 ・再試験は学年末に1度だけ行います。
　・再試験は、共通試験で60点未満の範囲が対象になります (つまり学生により範囲が違う) 。従って、たとえ再試になる場合でも、頑張れば再試範囲はかなり少なくできます。（なお、殆ど無いと思いますが、共通試験は全て60点以上で、各先生の単元テストが悪いため再試になる場合は、出来ていない単元テスト範囲を再試験します。）
・再試験は2日に分け、1日目に前期分を、2日目に後期分を行います。（試験範囲が少ない学生は、各回とも60分過ぎれば退室可）。再試で6割以上取れた場合に合格です。なお、再試に備え、答案は必ず保存しておくこと。
・再試対象者は学年末試験の採点が出来次第掲示します。対象者はその翌日から再試まで(土日を除く)毎日10時～12時、教室に来て勉強しなければ再試の受験はできません。（従って、他の教科の再試等は、この時間外に入れる事）。遅刻した場合は時間に応じて減点します。（なお、やむをえない理由のある遅刻、欠席の場合は、それを証明するものを提示する事。）
　・再試の項目はシラバスの達成目標に明記されています。

・再試に関わる指示は常勤教員が行います。
